
精神医学 58巻・11号 2016年 11月970

精 神 医 学（第 58巻 第 11号)
2016年 11月 15日号（毎月 1回 15日発行)

１部定価：本体 2,700円＋税

�
2016年年間購読料（送料弊社負担・本体価格)
冊子版 本体 29,160円，冊子＋電子版／個人 本体 34,160円，
電子版／個人 本体 29,160円 �
☎ 販売部直通(03)3817-5659
振替口座 00170-9-96693

発行 株式会社 医学書院 代表者 金原優
〠 113-8719 東京都文京区本郷 1-28-23
☎ 編集室直通 (03)3817-5711
Fax (03)3815-7802 (担当)樋川・前野
E-mail seishinigaku@igaku-shoin.co.jp
URL http://www.igaku-shoin.co.jp/mag/seishin/
印 刷 所 三美印刷(株) 電話(03)3803-3131
広告申込 (株)ハイブリッジエージェンシー

電話(03)3814-0089

･ Published by IGAKU-SHOIN Ltd., 1-28-23 Hongo, Bunkyo-ku, TokyoⒸ 2016, Printed in Japan.
・本誌に掲載する著作物の複製権・翻訳権・上映権・譲渡権・公衆送信権(送信可能化権を含む)は㈱医学書院が保有します。
･本誌を無断で複製する行為(コピー，スキャン，デジタルデータ化など)は，「私的使用のための複製」など著作権法上の限られた
例外を除き禁じられています。大学，病院，診療所，企業などにおいて，業務上使用する目的(診療，研究活動を含む)で上記の
行為を無断で行うことは，その使用範囲が内部的であっても，私的使用には該当せず，違法です。また私的使用に該当する場合
であっても，代行業者等の第三者に依頼して上記の行為を行うことは違法となります。
･ 〈出版者著作権管理機構 委託出版物〉
本誌の無断複製は著作権法上での例外を除き禁じられています。複製される場合は，そのつど事前に出版者著作権管理機構(電
話 03-3513-6969，FAX 03-3515-6979，e-mail：info@jcopy.or.jp)の許諾を得てください。
･医学書院ホームページ(インターネット)は http://www.igaku-shoin.co.jpです。
＊｢精神医学」は，株式会社医学書院の登録商標です。

今年も猛暑だったが大雨や台風とともに一気に秋が来て，はや余すところ 2
か月を切ってしまった。春には熊本で，つい先月には鳥取でと大きな地震もあり
落ち着かない自然が続き，また夏には障害者施設で類を見ない殺傷事件があった。
いずれも精神医療が関係することで我々には気の晴れない出来事であるが，読者
諸賢は深まりゆく秋をいかがお過ごしだろうか。
さて，本号は認知症特集で，新井哲明先生による巻頭言も期せずして特集の導

入になるような認知症についてであり，どれも読み応えがあった。高橋幸男先生
による日常診療における“勘どころ”から始まり，6つの病型についてそれぞれ
の病態の最新知見の解説に加え，生活障害，行動・心理症状まで俯瞰した，いわ
ば“痒い所に手が届く”有用な内容になったのではないかと思われる(自画自賛
で面映ゆいが)。
認知症が広く世間に知られるようになったのは有吉佐和子による『恍惚の人』

がベストセラーになった 1972年以降だが，今となっては「呆ける」というほの
ぼのとした温かみのある言葉(まさに恍惚状態)で呼ばれていた時代が懐かしい思
いがする。当時は「老年期痴呆」とひと括りで言われ，そのうち「老年痴呆」と
いうと現在のアルツハイマー型を指し病的と認識されてはいたが，それと鑑別す
べきと教えられた「脳血管性」は加齢に伴って自然に生じる「脳動脈硬化」によ
る仕方がないものと受け止められる雰囲気が残っていた。
今では嘘話にしか聞こえないかもしれないが，昔は「抗うつ薬で軽快した痴呆

の一症例」とか「老年期に初発した精神分裂病」などといった学会発表があった。
うつ病と鑑別する知見が乏しかったり，BPSDとしての症状を統合失調症のそれ
と勘違いすることが少なくなかったのである。いずれにせよ，40数年前にはた
いていの精神科医は今日のように「痴呆」が大きな問題になるとは思っていなかっ
た。
精神医学にも流行り廃りがあり，ヒステリーに代表された神経症の時代，精神

分裂病の時代，躁うつ病(MDIと言っていた)の時代，パーソナリティ障害の時代，
再びうつ病と双極性障害の時代，そして発達障害の時代と歩んできた気がするが，
認知症の時代が訪れたのであろうか。増え続ける患者数からして当分はこの時代
が続くだろう。
しかし，若い精神科医の臨床での認知症への熱意はどうであろうか。認知症の

人は人生の終わりが近づいている方が多いのであまり関心が向かないのだろう
か。同じことは終末期ケアを志向する精神科医が少ないことにもみられるが，「短
くも美しく燃える生」を手助けすることも精神科医の重要な仕事であろう。

(M.I.)
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